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画像取得 PCカメラ

エプティフ（下）と DC 電源（上）

不具合（赤枠）の発見されたパネル正常なパネル

メガソーラーのパネル検査

海外製の安価なパネル 検査 自社ブランド製品

使用済の廃棄パネル 検査 リサイクルパネル

日々のオペレーション業務

メガソーラー修繕業務

太陽光発電システムのパネル検査を活用した保守管理を行うオペレーション＆メンテナンス事業
（O&M事業）と、安心・安全・安価な自社ブランドパネルの販売事業、廃棄パネルを活用する
リユース・リサイクルパネル事業の3つの分野にチャレンジする「パネルDo」事業に取組む。

　当社は創業以来、電気工事部門を主とした公共施
設や商業ビル、一般住宅などの電気設備事業を中心
に事業を拡大させてきた。しかしながら、こうした
電気工事は公共・民間ともに受け身であり、規模縮
小と価格競争によって業界全体は年々衰退傾向にあ
る。
　一方で、一般住宅を対象とした太陽光発電システ
ムの施工・販売事業に取り組むことで、県内一の実
績（自社調べ）を持つほか、平成25年よりメガソー
ラーシステムの建設・運営に取り組み、高知県第一
号のメガソーラー施設「せとソーラーパワー」をは
じめ、県内数ヶ所の太陽光発電所を運営している。
全国的にみても高い日照条件を持つ高知県において
太陽光発電事業は今後も必要とされると確信してい
る。
　太陽光発電システムの販売・運営を行う中で、製
造後の運搬・設置の過程において、目視では確認で
きないレベルの損傷が太陽光パネル（以下パネル）
に発生することや、運用中の環境負荷などによって
発電効率の低下が起こることが判明した。
　そこで、パネル検査システムである屋外ＥＬ検査
装置一式を導入し、国内で初めてとなるパネル設置
前の全数全量検査を行う、検査ラインを構築した。
そのラインを用いて、住宅用パネルを全数検査し、
安心・安全・安価なパネルをお客様にお届けする事
業、既に設置されているパネルの保守管理を行う事
業、償却を終えたパネルをリユースする事業の３つ
からなる「パネルDo」事業を展開していくことと
した。

　本事業において屋外ＥＬ検査装置一式を導入した。
▷本体「エプティフ」※（産業用システム）
　※他のEL検査装置と異なり晴天下でも検査が可能

▷１kWDC電源
▷ズームレンズ、高所撮影用三脚、電動雲代一式
　PCパレット、トランシーバー
▷Rakit（1000V対応）多機能高速I-V計測システム 
　ラキット
以上により、トレーニング（カメラソフトウェア修
正・コントロールソフトの和訳等・据付及び設定）
とパネルを用いたテストを行い、正常に稼働するこ
とを確認した。
　その後、実際に既存のメガソーラーを使ってのテ
ストや海外製パネルと国内製パネルの比較テストを
行い、いずれにおいてもパネルの状態を正常に確認
することができ、事業に活用できることが分かった。

事業取組みの経緯 実施内容

事業取組みの成果

パネル検査を活用した
新しいビジネスモデルの開発・展開
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公共施設や商業ビルなどの電気工事や不動産、建築など多岐にわたって展開する複合企業。近年では再生エネルギーに重点を
置いた「システムインテグレード事業」を展開し、環境にやさしい企業を目指している。

製品内容

①O＆Ｍ事業
　現在、日本全国にメガソーラー（１MW以上）施
設は約2,500ヶ所以上建設されており、発電事業の
ノウハウが少ないまま参画している事業者も多く、
建設後の維持管理において運営に支障をきたすこと
が予想される。
　当社においては既に多数のメガソーラー施設を運
営しているほか、独自の遠隔監視システムや本事業
で導入したパネル検査機器のスキームを活かすこと
でハード整備が一段落したメガソーラー業界におい
て持続可能な受託モデルを構築していく。
②自社ブランドパネル事業
　2019年10月末、2009年11月から始まった余剰電力
買取り制度が順次終わりを迎える。また国の「エネ
ルギー基本計画」では2020年までに標準的な新築住
宅で「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）」
を目指すとある。そこには大きなビジネスチャンス
があり、この市場に当社の太陽光パネル検査ライン
を用いた自社ブランドパネルでお客様に安心・安
全・安価な太陽光発電システムを提供していく。
③リユース・リサイクルパネル事業
　一般的にパネルを含めたシステムの寿命は10～15
年程度と言われており、近い将来、多くの使用済み
（廃棄）パネルの発生が見込まれる。
　メガソーラーにおいては１MWあたり約5,000枚
のパネルを使用しており、法的な償却年数である17
年を経過した時点で多くの廃棄・交換パネルが発生
し、リサイクルパネルの市場は大きなビジネスにな
ることが予想されるため、市場の動向を見ながら全
国展開を図っていきたい。
　今後、地域におけるリサイクルパネル業界のビジ
ネスモデルを目指していく。

　屋外ＥＬ検査装置をパネルに接続して電流を流し、
カメラでパネルを撮影し検査することで、パネルの
状態が測定できる。
　これにより初期段階（運搬時や設置時）の損傷や、
運用中の不具合を発見することができ、安心で安全
な太陽光発電システムの運用が可能となる。

今後の活動・販売計画
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　屋外ＥＬ検査装置一式を導入したことにより当社
独自のパネル検査ラインが構築でき、太陽光発電シ
ステムの販売・運営を行う際、パネル設置前後での
検査が可能となった。
　パネルの損傷状態を把握し、損傷部の交換を適切
に行うことで発電効率を上げることを目的とした以
下の３つからなる「パネルDo」事業の目処が立っ
た。

①O&M（オペレーション＆メンテナンス）事業
　パネル検査を管理プロセスに取り入れ、大規模太
陽光発電システム（メガソーラー）の管理、修繕の
アウトソーシングを受託する事業。
　平成28年９月時点で26サイトの運用実績を有して
いる。

②自社ブランドパネル事業
　海外製の安価なパネルを当社品質基準で検査し保
証することで、国内メーカーよりも安価でありなが
ら信頼性の高い太陽光発電パネルを自社ブランドと
して販売する事業。
　平成28年中のリリースを予定している。

③リユース・リサイクルパネル事業
　一般住宅及びメガソーラーの使用済みパネルを検
査した上で、最大出力の発電はできないものの、リ
サイクルパネルとしての費用対効果に見合う発電能
力のある製品を安価にリユースして販売する事業。
　①②の検査結果を踏まえ、今後の中古パネルの検
査フローを検討できる目処が立った。
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